
８月９日、長野県伊那市で開催された全国高等学校総合文化祭に、田子高校郷土芸能部が出場しま
した。詳しくは田子高校ＦＡＮ（７ページ）と学校の話題（１３ページ）をご覧ください。

（写真：７月２１日に行われた壮行会の様子）

郷土芸能部  勇壮な舞、妖艶な舞
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●
今
月
の
話
題

　

８
月
25
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ル
で
第
５
回
相
米
慎
二
監
督

映
画
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
相
米
地
区
に
あ
る
先
祖
の
墓

で
眠
る
、
映
画
監
督
相
米
慎
二
さ
ん

の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
方
々
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
町
の
主
催
で
平
成

26
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
５
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

映
画
上
映
前
に
は
ゲ
ス
ト
の
方
か

ら
、「
冒
頭
の
13
分
間
は
長
回
し
で

撮
影
さ
れ
て
い
る
」「
あ
る
人
形
が

映
画
の
中
で
数
回
出
て
く
る
の
で
探

し
て
み
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
映
画
の

見
所
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
第
１
部
で
は
、
今
回

の
ゲ
ス
ト
の
斉
藤
由
貴
さ
ん
初
主
演

作
で
あ
る
「
雪
の
断
章 

― 

情
熱 

―
」

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

俳
優
の
斉
藤
由
貴
さ
ん
と
榎
木
孝
明

さ
ん
、
映
画
美
術
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
小

川
富
美
夫
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

映
画
監
督
の
榎
戸
耕
史
さ
ん
に
聞
き

手
を
お
願
い
し
、
映
画
撮
影
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
ほ
か
、
相
米
監
督
の
人

物
像
や
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
全

く
手
を
抜
か
な
い
監
督
の
話
や
、
当

時
、
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
の
シ
ー
ン

の
撮
影
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第５回

「雪の断章−情熱−」

出演
斉藤由貴、榎木孝明、

岡本舞、レオナルド熊、
塩沢とき、寺田農、

河内桃子、世良公則　ほか

1985年公開の７作目。
斉藤由貴映画デビュー作。トークショーの様子

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
見
入
る
来
場
者

開
場
前
に
は
長
い
列
が
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●
今
月
の
話
題

ふ
と
監
督
の
足
下
を
見
る
と
監
督
が

裸
足
で
撮
影
し
て
い
た
…
…
な
ど

様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
加
え
、
監
督

が
い
か
に
厳
し
か
っ
た
か
を
話
し
た

場
面
で
は
、
相
米
監
督
の
お
兄
様
で

あ
る
相
米
琢
磨
さ
ん
に
向
け
て
「
お

兄
様
が
い
ら
し
て
い
る
の
に
す
み
ま

せ
ん
」
と
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
の
方
々
は
予
定
時
間
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
相
米
監
督
と
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
終
了
後
に
は
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
当
選
者
に
は
、
ゲ
ス

ト
の
斉
藤
さ
ん
と
榎
木
さ
ん
か
ら
田

子
町
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
と
第
５

回
映
画
祭
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
は
、
ゆ
か
り
の

あ
る
ス
タ
ッ
フ
や
俳
優
の
方
々
か
ら

寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
映
画
祭
り
開

催
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
相

米
監
督
が
世
に
出
し
た
映
画
の
ポ
ス

タ
ー
、
当
時
の
映
画
雑
誌
や
台
本
な

ど
の
ほ
か
、
ス
タ
ジ
オ
の
セ
ッ
ト
の

図
面
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
来

場
者
は
、
そ
の
貴
重
な
数
々
の
展
示

品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
映
画
祭
り
に
は
約
３
５
０

人
が
来
場
し
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

映画美術デザイナーの小川さん

当時のセットを懐かしむ

映画監督の榎戸さん

当時の台本や映画雑誌

ゲストの斉藤さん（左）と榎木さん

メッセージを見て目を細める
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出
品
さ
れ
、
尾
形
欣
典
さ
ん

（
種
子
）が
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
黒
毛
和
種
（
若
雌
の
１
：
生

後
14
ヶ
月
齢
～
17
ヶ
月
齢
未

満
）

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン　

第
５
て
る

や
す　

尾
形
欣
典
（
農
林
水
産

大
臣
賞
、
県
知
事
賞
）

マ
ッ
チ
１
本
火
事
の
も
と

（
※
写
真
５
）

　
７
月
30
日
か
ら
８
月
１
日
ま

で
の
３
日
間
、
七
日
市
子
ど
も

会
に
よ
る
夜
回
り
が
行
わ
れ
、

七
日
市
地
区
の
幼
児
か
ら
中
学

生
、保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
火
の
用
心
、
マ
ッ
チ
１
本
火

事
の
も
と
」
と
拍
子
木
を
鳴
ら

し
な
が
ら
練
り
歩
き
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
猛
暑
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
休
憩
と
水
分
補
給
を

挟
み
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
内
に
は
拍
子
木
の
音
と
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

田
子
の
夏
の
伝
統

～
虫
追
い（
む
し
ぼ
い
）～

（
※
写
真
１
・
２
・
３
）

　
７
月
22
日
に
飯
豊
地
区
、
７

月
29
日
に
原
地
区
、
８
月
５
日

に
は
細
野
地
区
で
、
虫
追
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
虫
追
い
は
、

男
女
一
対
の
わ
ら
人
形
を
先
頭

に
、「
害
虫
退
散
五
穀
成
就
天

下
泰
平
家
内
安
全
」
な
ど
の
願

い
事
が
書
か
れ
た
の
ぼ
り
を
持

っ
て
集
落
内
を
回
り
、
害
虫
の

退
散
と
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
願

す
る
も
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行

事
で
、
飯
豊
地
区
と
細
野
地
区

の
虫
追
い
は
県
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
外
の
方
か
ら
も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

優
良
牛
を
審
査
～
尾
形
欣

典
さ
ん
農
林
水
産
大
臣
賞

受
賞
～
（
※
写
真
４
）

　
７
月
26
日
、
三
戸
畜
産
農
業

協
同
組
合
構
内
で
第
12
回
三
八

地
方
畜
産
品
評
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
黒
毛
和
種
の
部
」
と

「
日
本
短
角
種
の
部
」
の
２
部

門
に
、
三
八
管
内
か
ら
全
35
頭

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
の
出
品
牛
の
入
賞

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
黒
毛
和
種
（
若
雌
の
１
：
生

後
14
ヶ
月
齢
～
17
ヶ
月
齢
未

満
）

▽
優
等　

第
５
て
る
や
す　

尾

形
欣
典（
八
戸
農
協
組
合
長
賞
）

▽
２
等
２
席　

も
り
ひ
ら
ふ
く

森
崎
敏

●
黒
毛
和
種
（
若
雌
の
２
：
生

後
17
ヶ
月
齢
～
20
ヶ
月
齢
未

満
）

▽
優
等　

第
３
ふ
く
て
る
の
１

尾
形
欣
典
（
知
事
賞
、
田
子
町

長
賞
、
八
戸
農
協
組
合
長
賞
）

●
黒
毛
和
種
（
若
雌
の
３
：
生

後
20
ヶ
月
齢
～
24
ヶ
月
齢
未

満
）

▽
２
等
１
席　

や
す
や
ま　

山

市
進

　

ま
た
８
月
25
日
に
は
、
七
戸

町
の
青
森
県
家
畜
市
場
で
第
15

回
青
森
県
肉
用
牛
共
進
会
が
、

全
農
青
森
県
本
部
と
県
畜
産
農

協
連
合
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内
各
地
か
ら
肉
用
種

牛
の
部
に
67
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
田
子
町
か
ら
は
２
頭
が

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
４
）
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
第
５
て

　

る
や
す

（
写
真
５
）
夜
回
り
の
様
子

（
写
真
１
）
飯
豊
地
区
の
様
子

（
写
真
２
）
原
地
区
の
様
子

（
写
真
３
）
細
野
地
区
の
様
子
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
８
）
玉
串
奉
て
ん
す
る
浪
岡

　

理
事
長

（
写
真
６
）
ピ
ザ
作
り
体
験

（
写
真
７
）
諦
め
ず
に
最
後
ま
で

田
子
の
魅
力
発
見

（
※
写
真
６
）

　

８
月
２
日
、
町
内
３
つ
の
小

学
校
の
６
年
生
を
対
象
に
、

「
第
５
回
た
っ
こ
魅
力
探
検
隊
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
「
農

業
」「
畜
産
業
」「
林
業
」
を
体

験
・
学
習
し
、
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
で
将
来
的
な
意
欲
向
上
を

図
る
た
め
に
、
地
域
の
農
林
畜

産
業
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
原
地
区
で
ト
マ
ト
や

ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
を
収
穫
し
ま

し
た
。
次
に
飯
豊
地
区
の
水
田

で
は
、
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い

て
聞
き
、
水
路
の
長
さ
や
流
れ

る
水
の
速
さ
を
測
り
ま
し
た
。

三
戸
畜
産
農
業
協
同
組
合（
Ｅ

Ｔ
セ
ン
タ
ー
）で
は
、
畜
産
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
昼
食
で

は
収
穫
し
た
野
菜
や
自
家
製
ベ

ー
コ
ン
を
使
っ
て
ピ
ザ
を
作

り
、
お
い
し
そ
う
に
頬
張
っ
て

い
ま
し
た
。
昼
食
後
、
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
林

業
体
験
で
は
、
丸
太
切
り
と
、

た
っ
こ
王
子
の
顔
の
形
に
コ
ス

モ
ス
の
種
を
植
え
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
、
コ
ス
モ
ス
の
花
が

咲
く
の
が
待
ち
遠
し
い
様
子
で

し
た
。

は
っ
け
よ
い
！
～
上
郷
小

学
校
相
撲
大
会
～（
※
写
真
７
）

　

８
月
18
日
、
上
郷
小
学
校
で

第
35
回
上
郷
相
撲
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
相
撲
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
の
体
力
・
精
神
力
の

向
上
と
地
域
を
愛
す
る
心
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
、
小
笠
原
洋
二
校

長
は「
勝
ち
負
け
だ
け
で
な
く
、

態
度
や
あ
い
さ
つ
・
返
事
も
し

っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
児
童
た
ち
を
激
励
し

ま
し
た
。

　

取
組
で
は
個
人
戦
、団
体
戦
、

３
人
勝
ち
抜
き
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
分
の
し
こ
名
を
呼
ば

れ
る
と
、
大
き
な
返
事
を
し
て

土
俵
に
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
し
こ
名
の

児
童
も
お
り
、
会
場
の
笑
い
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
ま
で
諦
め
な
い
取
組
で
、

勝
っ
て
も
負
け
て
も
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
大
き

な
声
に
、
児
童
と
保
護
者
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
両
者
に
送
ら

れ
ま
し
た
。

田
子
保
育
園
移
転
新
築
工

事
地
鎮
祭
（
※
写
真
８
）

　

８
月
27
日
、
田
子
保
育
園
移

転
新
築
予
定
地（
田
子
字
天
神

堂
向
）で
、
地
鎮
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
神
事
に
は
関
係

者
約
30
名
が
参
加
し
、
神
妙
な

面
持
ち
で
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。
地
鎮
の
儀
の
後
、

玉
串
奉
て
ん
で
は
、
参
加
者
を

代
表
し
、
社
会
福
祉
法
人
く
り

の
木
会
浪
岡
政
行
理
事
長
、
山

本
晴
美
町
長
、
地
権
者
や
建
設

業
者
ら
に
よ
っ
て
玉
串
が
奉
て

ん
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
期
は
来
年
の
３
月
25
日
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
９
）

　

８
月
28
日
、
役
場
公
室
で
、
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

◎親子の食育教室
　８月４日、田子すくす
く館にて田子町食生活改
善推進委員会による親子
の食育教室が開催されま
した。親子の食育教室は

「食に関する力」を育て
ることや親子で食育を考
えるきっかけになってほ
しいという思いが込めら
れており、毎年開催されています。今回は児
童と保護者合わせて27名が参加しました。今
回の料理の主食である焼き春巻きは子どもた
ちが自分で包み、調理の体験をすることで、
さらに食に対する関心が深まりました。その
ほかにもパスタや混ぜご飯、にんじんとリン
ゴのサラダなど栄養満点の料理を参加者みん
なでいただきました。

◎遠足・バス遠足
　８月９日、すくすく館
では夏休みのバス遠足で
岩手県久慈琥珀博物館に
行ってきました。琥珀博
物館では様々な展示品を
鑑賞したり、琥珀の採掘
を体験することができま
した。
　展示品には恐竜の骨や
化石など普段見られないものが多くあったほ
か、直に触れられるものもあり、子どもたち
は興味津々に見学しました。
　また採掘体験ではピックとシャベルを使い、
自分たちの力で地層を掘り琥珀探しを行いま
した。大きな琥珀を見つけるぞー！と子ども
たちも終始夢中でした。（担当：福田）

田子町社会福祉協議会
☎32-4045

☆学童だより
すくすく館

（
写
真
９
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く

り
結
婚
祝
い
金
贈
呈
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
若
者
世
代
の

夫
婦
が
婚
姻
か
ら
継
続
し
て
１

年
以
上
田
子
町
に
居
住
す
る
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、

夫
婦
に
結
婚
祝
い
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
町
長
が

「
こ
れ
を
機
に
、
お
二
人
力
を
合

わ
せ
て
よ
り
よ
い
家
庭
を
つ
く

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、

祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
対

象
と
な
っ
た
ご
夫
婦
に
ど
ん
な

家
庭
を
目
指
す
か
伺
っ
た
と
こ

ろ
、「
家
族
が
い
つ
も
笑
っ
て
い

る
家
庭
を
目
指
し
た
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
今
回
で
事
業
開

始
か
ら
31
組
目
、
今
年
度
４
組

目
の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
浪
岡
大
・
茉
耶
夫
妻

赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験

学
習
（
※
写
真
10
）

　

９
月
５
日
、
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

で
田
子
中
学
校
３
年
生
42
名
が

「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
学

習
」
を
行
い
ま
し
た
。
町
で
は

中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
核
家

族
化
・
少
子
化
に
よ
り
乳
児
と

触
れ
合
う
機
会
が
少
な
く
な
っ

た
思
春
期
の
生
徒
た
ち
に
、
生

命
の
尊
さ
、
性
の
尊
厳
を
学
ん

で
も
ら
う
と
と
も
に
、
父
性
・

母
性
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
測
定
の
手

伝
い
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
普
段

呼
ば
れ
て
い
る
呼
び
方
を
お
母

さ
ん
に
聞
き
、
赤
ち
ゃ
ん
に
話

し
か
け
な
が
ら
衣
服
の
着
脱
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

お
母
さ
ん
に
「
普
段
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
遊
び
ま
す
か
」「
夜

泣
き
は
し
ま
す
か
」
な
ど
の
子

育
て
に
関
す
る
質
問
を
し
、
積

極
的
に
触
れ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
の
後
、
生
徒
は

「
も
し
自
分
に
子
ど
も
が
で
き

た
ら
、
育
児
に
協
力
し
て
育
て

た
い
と
思
っ
た
」「
泣
か
れ
た

と
き
に
あ
や
す
の
が
難
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
10
）
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う
生
徒
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

◎加藤悠未（部長・３年）
　私たちは８月９日に長野県伊那市で行われた全国高等学
校総合文化祭において、「田子の杜の芸能」を演じてきま
した。惜しくも最優秀賞獲得とはなりませんでしたが、私
たちに全国大会出場の機会をくれた先輩方には本当に感謝
しています。そして、地域の方々、家族、先生方の応援は
私たちの大きな力になりました。
　私たちは「奪還日本一」を目標にしていました。練習当
初は、私たち３年生が全国大会へ引っ張っていく立場であ
ることから、焦りや不安を感じていました。その気持ちが
後輩たちに対するきつい言葉になり、雰囲気が悪くなるこ
ともありました。しかし、練習を重ねるうちに自分たちの

踊りが上達してい
くのがわかり、自
信につながりまし
た。本番を想定し
た通し練習では、
神楽隊の踊りが明
らかに上達してい
ました。部員全員
の目標が１つに向
かっていましたが、
意志の強さはそれ
に比例してはいな
かったかもしれま
せん。神楽隊の踊
りが気付くきっか
けとなり、踊りで
気持ちを再確認で
きる関係性が成り
立っていました。
　本番の朝、円陣
を組み、気持ちを
１つにしました。
開幕前にとても緊

張している部員がいましたが、私が１年生の全国大会の頃、
先輩にかけてもらった言葉で緊張が少しほどけたことを思
い出しました。先輩の姿を見て学んだことを活かし、部長
だからこそできることを頑張りました。神楽から始まり、
鶏舞、盆舞、傘舞を演じ、躍動感あふれる舞に観客から拍
手が起こりました。流し踊りでは、ナニャドヤラとサイノ
節を演じ、妖艶な踊りを披露しました。「自分たちが大好
きな神楽、大好きな踊り」を全国の舞台で披露でき、感動
していただけたことが何よりもうれしかったです。どんな
に暑くても、辛くても１つの目標に向かってきた今までの
努力が、１３分間にぎっしり詰まった時間でした。全国大
会で学んだことを新たな課題とし、感動していただける踊
りを披露していきたいと思います。
　町民の皆様、多大なるご声援、ご支援本当にありがとう
ございました。これからも田子の芸能の伝承に励んでいき
ますので、応援よろしくお願いします。

◎簗田尚大（３年）
　田子高校郷土芸能部は全国高等学校総合文化祭長野県大
会に出場するため８月６日に田子町を出発しました。出発
時間は早朝でしたが、多くの保護者の方々に見送ってもら
うことができました。移動時間は約１２時間ととても長か
ったのですが、各地のサービスエリアに寄ったことも１つ
のよい思い出になりました。
　私は、全国大会に出場することが初めてでしたが、緊張
することはありませんでした。みんながいつも通り声をか
けてくれたからだと思います。練習の時に、先輩の方々か
ら言われたことはたくさんありましたが、まずは、笑顔で
踊ることを目標にしました。本番では男子も女子も笑顔で
踊っているのが見え、自分も自然と笑顔になりました。賞
を獲ることはできませんでしたが、全国という舞台で演技
することができ、とてもいい経験になりました。全国大会
に出場することができたのは、たくさんの人々の支えがあ
ったからです。卒業生の方々に毎日のように指導していた
だき、町内で会った人たちには「頑張って」など、励まし
の言葉をたくさんいただきました。この遠征で１番お世話
になったのは先生方だと思います。先生方のおかげでここ
までやってこられました。
　今回の遠征に関わってくださった方々には本当に感謝し
ています。ありがとうございました。

キャベツの旨塩サラダ
（材料）
キャベツ １/ ４個、しいたけ ３個
旨塩だれ
　鶏ガラスープの素 小さじ１
　ごま油 小さじ２
　

白ごま 大さじ１
　おろしにんにく 小さじ1/3
（作り方）
①キャベツを一口大のざく切りにす
る。しいたけは薄くスライスする。
②①を器に盛り、ラップをしてレン
ジ600w で２分加熱する。
③調味料を混ぜ合わせて旨塩だれを作り、②と和
えたらできあがり。
☆キャベツに含まれる胃粘膜修復成分のビタ

ミン U は「キャベジン」とも呼ばれています。
☆しいたけのうま味とにんにくの風味が食欲

をそそります。
☆魚料理や卵料理と組み合わせて食べると栄

養バランスが高まります。

（地域包括支援課栄養士　岡﨑）

みんなで食べよう！
超かんたん、野菜料理

田子高校応援シリーズ⑤ 全国大会を終えて 田子高校郷土芸能部田子高校Ｆ
ＡＮ

旨塩だれは
色々なサラダ
に活用でき

ます。

しめじやまいたけなど
色々なきのこでお試し
ください。もみのりを
のせるとうま味と風味

がアップします。
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●
お
知
ら
せ

■  児童扶養手当の支給制限に関する所得の算定方法が変わります！
１．「全部支給」の対象となる方の所得制限限度額を引き上げます。
　児童扶養手当は、前年の所得に応じて、手当の全額を支給する「全部支給」と、一部のみを支給する「一部支
給」があります。この度、全部支給の対象となる方の所得制限限度額を下表のとおり引き上げます。

扶養する　
児童等の数

　全部支給となる所得制限限度額（受給資格者本人の前年所得）　単位：円
収入ベース
（これまで）

収入ベース
（H30.8〜）

所得ベース
（これまで）

所得ベース
（H30.8〜）

０ 920,000 1,220,000 190,000 490,000
１人 1,300,000 1,600,000 570,000 870,000
２人 1,717,000 2,157,000 950,000 1,250,000
３人 2,271,000 2,700,000 1,330,000 1,630,000
４人 2,814,000 3,243,000 1,710,000 2,010,000
５人 3,357,000 3,763,000 2,090,000 2,390,000

２．所得の算定に当たって控除の適用が拡大されます。
①離婚した父母に代わって児童を養育しているなどの方が、未婚のひとり親の場合には、児童扶養手当

の支給制限のために所得を算定するに当たって、地方税法上の「寡婦・寡夫控除」が適用されたもの
とみなし、総所得金額等合計額から２７万円を控除します。

②土地収用で土地を譲渡した場合に生じる売却益等については、児童扶養手当の支給制限のために所得を算定す
るに当たって、総所得金額等合計額から控除します。

※前年所得について、前々年所得から変動がない（もしくは増額となった）場合でも、上記１及び２の①が適用さ
れることにより、８月分（１２月支払分）から支給額が増額となる可能性があります。

問役場住民課子育て定住移住支援室（小原）☎２３－０６７８

■  児童扶養手当の支払回数の見直しについて
　「児童扶養手当法」の一部を改正し、２０１９年１１月分の児童扶養手当から支払回数を４カ月
分ずつ年３回から２カ月分ずつ年６回に見直します。

◎現在（３回払い）
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

◎改正後（６回払い）
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

※支払月が変わる２０１９年１１月の支払は、同年８月分から同年１０月分までの３カ月分が支払われます。こ
れ以降は、１・３・５・７・９・１１月の年６回、それぞれの支払月の前月までの２カ月分が支払われます。

問役場住民課子育て定住移住支援室（小原）☎２３－０６７８

４カ月分

２カ月分 ２カ月分 ２カ月分 ２カ月分 ２カ月分 ２カ月分

４月支払

１月支払 ３月支払 ５月支払 ７月支払 ９月支払 11月支払

８月支払 12月支払

４カ月分 ４カ月分
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■  町ではせせらぎの郷の冬期居住サービス
　入居者を募集します
　この居住サービスは、独立して生活をすることに不
安のある高齢者を対象に一時的に居室を提供して高齢
者が安心して生活できるように支援します。
▼対象者
①町内に住所がある、概ね６５歳以上の単身世帯、高

齢夫婦世帯など
②自立生活が可能で、地域性や住環境、身体状況等に

より独立した生活に不安のある方
※次の方は入居できません
イ　自立しているが、介助なしでは外出できない方
ロ　階段の昇り降りのできない方
▼居室数　　個室８室及び夫婦部屋１室
▼入居期間（予定）
　１２月１日から３カ月（延長も可）
▼受付期限　１０月１９日（金）まで
▼その他　入居決定については、調査・審査の後個別

に通知します。

問役場地域包括支援課介護支援グループ（せせらぎの郷）
（奥寺）☎２０－７１００

■  農地の借受希望者と、農地の貸付希望者を
　募集中〜農地中間管理事業で有利に規模拡
　大を！〜
　公益社団法人あおもり農林業支援セン
ターでは、県から農地中間管理機構の指
定を受け、農地中間管理事業を実施しています。
　この事業は、経営規模を縮小する出し手農家から機
構（支援センター）が農地を借り入れ、公募に応募し
公表された規模拡大する受け手農家に、まとまった農
地を貸し付けるものです。
　受け手の公募は、機構（支援センター）のホームペ
ージに掲載するほか、産業振興課、農業委員会の窓口
に応募用紙を用意しております。
　農地の借受希望者及び貸付希望者について、随時募
集中です。詳細については、産業振興課、農業委員会、
または支援センターへご相談ください。

問公益社団法人あおもり農林業支援センター
☎０１７－７７３－３１３１

問役場産業振興課農業振興グループ（袖村）
☎２０－７１１５

問田子町農業委員会 ☎２０－７１２０

■  幼年キッズパーク開催のご案内
▼日時　１０月１８日（木）午前１０時～１１時３０分
▼場所　タプコピアンプラザ駐車場（雨天時   田子分署）
　地震体験車による地震体験、防炎戦士ダッシュ１１
９による寸劇等が予定されています。多数のご来場を
お待ちしております。

問三戸消防署田子分署 ☎３２－３１０４

■  国民年金相談窓口を開設
　「国民年金納付及び免除相談窓口」を開設
します。
　相談窓口を開設して国民年金の納付、免
除に関することについて、日本年金機構の
担当者が対応しますので、お気軽にご相談ください。
▼日時　１０月１６日（火）午前１０時～午後４時
▼場所　役場３階　第一会議室

問八戸年金事務所国民年金課
　☎０１７８－４４－１７４２（音声案内２－２番）

■  車検時における自動車税の納税証明書の
　提示省略について
　自動車税の納付確認が電子化され、自動車税の継続
検査（車検）用の納税証明書の提示を省略することがで
きるようになりました。
　なお、納付情報がシステムに反映されるまで相応の
日数（おおむね２週間程度）を要するため、自動車税を
納付後すぐ車検等を受ける方は納税証明書が必要とな
ります。
　納税証明書の発行に必要な手続きや各種申請書は、
県税部へのお問い合わせまたは青森県ホームページ「県
税・市町村税インフォメーション（http://www.pref.
aomori.lg.jp/life/tax/top.html）」により確認できます。

問三八地域県民局県税部 納税管理課
　☎０１７８－２７－５１１１（内線357、327、211）

■  「くらし」と「しごと」田子町無料相談会
　一人で悩まず、相談してみませんか？
　事前にご予約いただければ、待たず
に確実にご相談可能です。
▼内容
　失業・介護・病気・ひきこもり・借金等の相談
▼日時　１０月１８日（木）午後１時～４時
▼場所　せせらぎの郷１F（診察室または会議室）
▼相談対応者・問い合わせ先
　NPO 法人ワーカーズコープ三戸地域自立相談窓口
　八戸市一番町一丁目２-２８　☎０１７８－５１－８７５５
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

第26回青森県民駅伝競走大会
町の部16位と健闘
　「健脚でつなげ郷土の和と心」を大会スローガンに
第26回青森県民駅伝競走大会が９月２日、青森市で
開催されました。
　青森県全40市町村の代表選手が、正午にアスパム
前をスタートし、33.8㎞を８人の選手が練習成果を
発揮し力走を見せました。
　田子町選手、サポートメンバーが「タスキをゴール
まで！」「その一秒をけずり出せ！」を合言葉に、気
持ちをひとつにして１本のタスキをつなぐことがで
きました。結果は次の通りです。
☆総合タイム　２時間２分５８秒（↑７分５秒）
☆総合の部　３０位（↑６位）
☆町の部　　１６位（↑５位）
　※（前回大会比較）
☆区間タイム（町の部区間順位）
　第１区（4.6㎞）15分29秒（区間12位）森崎進也
　第２区（3.8㎞）13分17秒（区間８位） 川端陸斗
　第３区（4.6㎞）17分54秒（区間20位）大坊和輝
　第４区（6.1㎞）19分51秒（区間10位）梅内基総
　第５区（2.5㎞）10分09秒（区間15位）川上菜央
　第６区（5.2㎞）19分42秒（区間18位）山市朋弥
　第７区（3.2㎞）13分01秒（区間15位）幅野陽香
　第８区（3.8㎞）13分35秒（区間14位）川端晃斗

　選手、サポートメンバーのみなさん、ごくろうさま
でした！
　町民のみなさん、応援ありがとうございました！

田子ひとくるめゃ文化祭開催
▽開催日　１０月２７日（土）・１０月２８日（日）
　内容は、文化活動の促進を図るとともに、地域産業
及び住民福祉の振興ををめざした総合文化祭となりま
す。詳細は、後日お知らせいたします。

新発見町内健康ウォーキング2018
　町内の各地域《７つのルート》をめぐる「新発見町
内ウォーキング」を開催してきました。今年度最後の
ウォーキングです。大勢のご参加お待ちしております。
▽と　き　10月21日（日）
▽ルート名　そばまつりルート

　　　　　関～上郷公民館～新田
　・はっするコース：9.0Km
　・おきがるコース：3.8Km
▽集合場所　中央公民館（午前８時40分までに）
▽受　付　随時参加受付しますが、開催日６日前まで
　　　　　にお願いします。

●田子神楽講座
▽と　き　10月12日（金）、23日（火）
　　　　　午後７時～８時30分
▽ところ　中央公民館ホール・和室

●フラダンス健康講座
▽と　き　10月５日（金）、19日（金）
　　　　　午後７時～８時
▽ところ　中央公民館ホール
▽参加費　無料
▽持ち物　汗ふきタオル、飲み物
　　　　　フレアスカート

●生け花講座
▽と　き　10月26日（金）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材料代1,000円前後

●ヨガ健康講座
▽と　き　10月11日（木）、25日（木）
　　　　　午後６時30分～８時
▽ところ　中央公民館ホール
▽持ち物　ヨガマット、フェイスタオル

●帰ってきた！ナニャドヤラ講座
▽と　き　10月17日（水）午後７時～８時30分
▽ところ　中央公民館ホール

●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　10月30日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽会　費　3,000円前後
▽内　容　寄せ植え

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶやチラシ等で
　お知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●農業
▽農家が教える軽トラ＆バックホ

ー／614ノ
●健康
▽も～っとずぼらヨガ／崎田ミナ

／498サ
▽人生100年の習慣／百寿者の健

康の秘密がわかった／498ジ
▽ゼロトレ／石村友見／595イ
▽きくち体操／「意識」と「動き」で

若く、美しく！／菊池和子／781キ

●暮らし
▽暮らしのおへそ26 ／590ク
▽セカンドライフ、はじめてみま

した／ｂｏｎｐｏｎ／590セ

●歴史・時代小説
▽悪玉伝／朝井まかて／913ア
▽夏の雪／新・酔いどれ小藤次12

／佐伯泰英／913サ
▽銀花／風の市兵衛23 ／辻堂魁／

913ツ
▽本所おけら長屋11 ／畠山健二／

913ハ
▽蝶のゆくへ／葉室麟／913ハ

●ミステリー・警察小説など
▽ボーダレス／誉田哲也／913ホ
▽十津川警部海の見える駅／西村京

太郎／913ニ
▽監禁面接／ピエール・ルメートル

／953ル

●そのほかの小説など
▽老後の資金がありません／垣谷美

雨／913カ
▽ふたりぐらし／桜木紫乃／913サ
▽鏡の背面／篠田節子／913シ
▽神に守られた島／中脇初枝／913ナ
▽サイレント・ブレス／看取りのカ

ルテ／南杏子／913ミ
▽スケルトン・キー／道尾秀介／

913ミ
▽燃える波／村山由佳／913ム

●エッセイなど
▽お母さん、年末、実家に帰らなけ

ればダメですか？／心屋仁之助／
159コ

▽ナナメの夕暮れ／若林正恭／
　779ワ
▽あぁ、くたびれた。／高峰秀子／

914タ
▽三谷幸喜のありふれた生活15 ／

914ミ
▽咳をしても一人と一匹／群ようこ

／914ム

図書館情報
絵本のある子育てのすすめ
「子育て支援コーナー」

　図書館では、子育てに関する本を
集めた「子育て支援コーナー」を設置
しています。内容は、子どもと絵本、
しつけ、育児、子どもの食事、子ど
も服、遊び、子育てエッセイなどで
約260冊を貸出しています。おすす
め絵本コーナーとベビーカーもあり
ますので、小さいお子さんと一緒に
ゆっくりと図書館をご利用ください。

○ママのゆるコツ事典
○10歳までに身につけたい一生困ら

ない子どものマナー
○子どもに食べさせたいすこやかご

はん
○先生・保護者のためのスマホ読本
○「あ～めんどくさい！」と思った

ときに読むママ友の距離感

●親子で楽しめる「子育て支援コーナー」

子どもコーナーの向かい側、ソファの近くにある「子育て支援コーナー」

図書館おやすみカレンダー 10月の図書館行事
▼10／14（日）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　「からす」のおりがみ
▼10／27（土）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　「ハブラシ」と「コップ」のおりがみ
▼10／27（土）～
　古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▼10／27（土）～11／９（金）
　読書週間

▼色の濃い日が休館日です。

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

●特集展示「暮らしを楽しむ」
▽期間
　10月３日（水）～10月24日（水）

▽内容　生活、家事、暮らすことに
ついて書かれた本を展示・貸出しま
す。どうぞご利用ください。

▽期間　10月27日（土）から
　※本がなくなり次第終了します。
▽対象
　図書館の貸出券をお持ちの中学生
以上の方。貸出券がない方は図書館
カウンターでお作りください。

▽内容
　「きょうの料理」「趣味の園芸」「や
さいの時間」「ＥＳＳＥ」「クロワッ
サン」「婦人公論」など図書館で購入
し１年が経過した古雑誌や、除籍し
た古本などを決められた冊数だけ差
し上げます。

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
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町
の
人
口

平
成
30
年
８
月
31
日
現
在

世帯数／2169（－２）
人口／5563（－15）
男／2692（－12）
女／2871（－３）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月

15
日
か
ら
10
月
21
日
ま
で
の
１

週
間
、『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ

フ
に
ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
』を

統
一
標
語
に
県
下
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

▽
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

▽
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

使
用
中
に
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

▽
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

「
キ
ノ
コ
採
り
の
遭
難
を
な
く
そ

う
」

◎
遭
難
防
止
の
た
め
に

▽
山
に
入
る
と
き
、
入
っ
た
ら

・
家
族
な
ど
に
行
き
先
や
帰
宅

時
間
を
知
ら
せ
、
で
き
る
だ
け

２
人
以
上
で
出
か
け
る
。

・
食
料
、
コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電

話
な
ど
を
持
つ
。

・
声
を
掛
け
合
い
、
目
標
物
を

決
め
て
行
動
す
る
。

・
急
斜
面
な
ど
、
危
険
な
場
所

は
避
け
る
。

▽
万
が
一
、
迷
っ
た
ら

・
日
没
後
は
歩
き
回
ら
な
い
。

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ

え
た
ら
、
広
い
場
所
で
タ
オ
ル

等
を
振
っ
て
合
図
す
る
。

◎
熊
に
も
注
意

・
熊
の
出
没
情
報
を
確
認
す
る
。

・
音
を
出
し
な
が
ら
歩
く
。

・
日
の
出
や
日
没
の
前
後
は
山

に
入
ら
な
い
。

・
遠
く
に
熊
を
見
つ
け
た
ら
、

静
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
る
。

・
熊
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
熊

の
動
き
に
注
意
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
後
退
す
る
。

・
走
る
、
大
声
、
石
投
げ
な
ど

は
危
険
で
す
。

・
子
熊
に
は
決
し
て
近
づ
か
な

い
。

2
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

3
（水）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前7:30～9:00
子宮頸がん予防接種（中１）

（せせらぎの郷）午後3:30～4:30
4

（木）
特定健診・がん検診（相米保健福祉館）
午前7:30～9:00

5
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
ことばの教室（田子保育園）
午前9:00～正午

9
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

10
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～

12
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

16
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

17
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30
田子高等学校結果説明会

（田子高等学校）午後3:30～
18
（木）

特定健診・がん検診（原交流センター）
午前7:30～9:00
心が元気になる教室（田子小学校）
午後2:00～2:45

18
（木）

自立支援相談窓口（せせらぎの郷）
午後1:00～4:00

19
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
ことばの教室（田子保育園）
午前9:00～正午

20
（土）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:00～午後5:05

23
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30
保健推進員学習会（せせらぎの郷）
午後3:30～4:30

24
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～

26
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

27
（土）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:00～午後5:05
ひとくるめゃ文化祭（中央公民館）
午前9:00～午後3:00

28
（日）

ひとくるめゃ文化祭（中央公民館）
午前9:00～午後3:00
献血バス（中央公民館）
午前9:00～午後3:00

30
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

10月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

誕生

●村木乃逢（孝行・希）／細野
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●　個人情報保護のため掲載を省略しています

お悔やみ
●大向ハヨ（99歳）遠瀬
●田中舘三郎（85歳）杉本
●稲村康夫（66歳）下本町
●藤村與一（85歳）嘉沢
●飯豊末也（76歳）飯豊
●坂下喜美子（82歳）細野
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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田
子
高
校
郷
土
芸
能
部
は
、

昨
年
度
の
青
森
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
に
て
最
優
秀
賞
を
い

た
だ
き
、
８
月
７
日
か
ら
８
月

９
日
に
長
野
県
伊
那
市
で
行
わ

れ
た
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

本
校
郷
土
芸
能
部

は
、
部
員
37
名
で
す

べ
て
の
部
員
が
郷
土

芸
能
部
の
他
に
も
部

活
に
所
属
し
て
お

り
、
部
活
動
が
終
わ

っ
て
か
ら
郷
土
芸
能

部
の
練
習
と
い
う
と

て
も
ハ
ー
ド
な
日
々

を
送
っ
て
き
ま
し

た
。

　

伊
藤
先
生
を
中
心

に
О
Ｂ
・
О
Ｇ
の
方

と
部
員
で
何
度
も
本

番
の
構
成
を
話
し
合

っ
て
演
技
を
作
り
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
部
は
学
校
だ
け
で
な

く
、
町
民
の
方
と
共
に
在
る
も

の
だ
と
そ
れ
を
見
て
感
じ
ま
し

た
。
忙
し
い
中
で
も
来
て
い
た

だ
い
た
方
々
に
は
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
遠
征
は
、
バ
ス

で
10
時
間
超
と
い
う
旅
で
し
た

が
、
思
っ
た
よ
り
長
野
が
涼
し

く
生
徒
た
ち
は
過
ご
し
や
す
い

環
境
の
中
で
大
会
に
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

前
日
の
リ
ハ
ー
サ

ル
で
は
、
と
て
も
緊

張
感
の
あ
る
中
で
行

わ
れ
、
本
番
緊
張
し

な
い
か
な
？
と
思
い

ま
し
た
が
と
て
も

堂
々
と
し
た
も
の
で
、

「
さ
す
が
田
子
の
子
だ

な
」
と
思
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
賞
を
い

た
だ
く
こ
と
は
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
遠
征
を
通
し
て

部
員
た
ち
は
た
く
さ

ん
の
経
験
を
し
、
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
の
よ
う
に
日
ご

ろ
か
ら
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
経

験
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た

支
援
し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
高
等
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
高
等
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

春
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
、
６
回
目

の
編
集
後
記
で
す
が
、
毎
度
何
を
書
こ

う
か
と
悩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
最
近
は

夜
が
冷
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
す
っ
か

り
秋
が
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

　

今
回
は
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
「
赤

ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
事
前
学
習
で
は
人
形
を

使
っ
て
の
練
習
を
し
た
そ
う
で
す
が
、

や
は
り
本
物
の
赤
ち
ゃ
ん
で
は
勝
手
が

違
い
、
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
に
笑
っ
て
ほ
し
く
て
、

お
も
ち
ゃ
や
変
顔
で
奮
闘
す
る
生
徒
た

ち
が
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ

ん
が
笑
う
と
、
生
徒
も
お
母
さ
ん
も
笑

っ
て
い
て
、
笑
顔
の
伝
染
っ
て
い
い
な

あ
と
カ
メ
ラ
を
構
え
な
が
ら
感
じ
て
い

ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

ま
つ
や
ま
）

出
囃
も
戻
り
囃
し
も
山
車
祭 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

自
動
車
も
木
陰
に
並
ぶ
酷
暑
か
な 

堀
合
綾
子

サ
ー
フ
ァ
ー
の
乗
り
逃
が
し
た
る
野
分
波 

森
き
よ
し
（
清
）

終
焉
の
声
を
ひ
と
つ
に
秋
の
蝉 

川
村
キ
ヱ

高
速
の
バ
ス
を
下
り
れ
ば
秋
の
声 

山
本
一
枝
子

送
り
火
の
燃
え
尽
き
る
ま
で
傘
さ
し
て 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

黒
ぐ
ろ
と
畑
を
肥
や
し
て
大
根
蒔
く 

原
　
秋
月（
菊
次
郎
）

お
多
福
と
言
う
空
豆
を
買
ひ
に
け
り 

佐
藤
桂
水（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
８
年
10
月
号
（
平
成
30
年
９
月
26
日
発
行
）
通
算
第
７
０
７
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

笑顔の効用
　東京田子会は発足当初より、田子町
の皆さんの温かいご支援のもとで今日
まで続いてまいりました。ここに改め
て感謝申し上げます。
　話は変わりますが、田子にいた頃、
私は、野球少年そのものでした。今で
は観るだけで、ひいきは当然大谷選手
です。
　その大谷選手は今、大リーグのエン
ゼルスの一員として大活躍をしている
ことは、みなさんもご存知のことと思
います。
　そして驚くことに、大谷選手が出場
する時には殊のほかにベンチ内も明る
くなり、試合にも勝つことが多いよう
です。なぜでしょう。
　その理由はまさに、彼の大活躍とと
もに、屈託のない明るく爽やかなあの
笑顔にあると思われます。あの笑顔は
必ずや、周りにいる誰の心をも明るく
幸せにし、頑張る気分をも高めてくれ
ると思います。
　笑顔の効用については、こんな論文
があります。アメリカの行動科学者で
あるクルーガー教授らは、2009年６月までに亡くなった元大
リーグ選手300名ほどを対象として、選手名鑑に収録されてい
る写真をもとに、笑顔の豊かな群、笑顔の部分的な群、笑顔の
ない群の３群に分け、それぞれの平均寿命を算出したところ、
笑顔の豊かな群が79 . 9 歳、笑顔の部分的な群が74 . 9 歳、笑顔
のない群が72 . 9歳となり、笑顔の豊かな選手たちが圧倒的に長
生きをすることを報告しました。加えて、笑顔は本人のみなら
ず、周りにいる人たちの心身の状態をも豊かに健やかにしてく
れる効果があることを強調しています。
　昔から、「笑う門には福きたる」と言われております。私たち
も笑顔を大切にし、明るく、楽しく、元気良く、人生を送りま
しょう。

東京田子会会長
一ノ渡尚道さん

東京都八王子市在住
（本町出身）

田子中学校昭和28年卒

「東京田子会」の会員を
募集しています。
　町出身者、田子町にゆ
かりのある方などどなた
でも入会できます。関東
圏域にお住まいのご家
族、ご友人などへお知ら
せください。

問役場産業振興課
　 商工振興グループ
　 ☎2 0 - 7 1 1 4

お久しぶりです。

　８月10日、青森市新城中央小学校
グラウンドで平成30年度ラジオ体操
優良団体等表彰式が行われました。
　町では、平成24年から掲げている

「４つの町民運動」（①住みよい地域づ
くり②安全安心な地域づくり③豊かな
地域づくり④健康な地域づくり）のう
ちの「健康な地域づくり」実現のため、
心身ともに健康でいきいきとした生活
が送られるよう、身体を動かす習慣、
減塩、検診受診率の向上など、誰もが
気軽に参加できる健康づくり活動を推
進しており、同年６月１日からは町民
ラジオ体操を実施してきました。この
活動が、ラジオ体操の普及発展に貢献
し、健康増進に寄与したと認められた
ことから、今回の受賞となりました。
　これからもラジオ体操で毎日適度に
身体を動かし、健康づくりに取り組み
ましょう。

町民ラジオ体操が
表彰されました！

９月８日にＲＡＢまつりに行って
きたよ！　たくさんのお友達にも
会えて楽しかったよ！　かっこい
い車の前でも写真をとってもらっ
たんだ、ポーズがきまってるでし
ょ☆　　　　　　（文  たっこ王子）

ＲＡＢまつりに行ってきたよ！
表
彰
状
は
役
場
入
口
右
側
の

ケ
ー
ス
に
て
展
示
中
で
す

田子町の
みなさん


